
2006年12月14日「平成18年度 第2回 理事会」資料より （財）日本容器包装リサイクル協会

その他プラ再商品化実績の推移
プラスチック容器包装　再商品化 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度（計画）

分別収集計画量（ｔ） 487,000 629,000 757,000 724,000 807,000

再商品化見込量（ｔ） 591,000 655,000 776,000 742,000 762,000

再商品化義務総量（ｔ） 443,170 578,680 704,010 687,800 739,100

協会への引渡予定量（契約量）（ｔ）Ａ 367,124 469,150 576,333 593,682

協会への引渡実績量（ｔ）Ｂ 368,005 446,912 528,528

予定比Ｂ/Ａ（％） 100% 95% 92%

特→特定事業者受託単価
*1
（円/ｔ） 76,000 73,000 80,000 89,100 85,800

特→特定事業者実績単価
*2
（精算後、受託実績） 65,500 63,700 63,300

再商品化委託単価（予算時想定単価）→再 88,250 85,750 85,000 90,500 94,000

落札単価（加重平均）
*3
（円/ｔ）→再　　　全手法 84,100 82,400 85,200 84,560

落札単価（加重平均）（円/ｔ）→再　　　材料 105,500 107,100 108,800 100,400

落札単価（加重平均）（円/ｔ）→再　　　ケミカル 76,700 74,200 73,000 69,700

材料リサイクル構成比率（％） 25 25 33 48 70？

※入札選定方法＝　Ｈ１７→一保管施設一材料リサイクル事業者優先、Ｈ１８→上限価格設定

*1 「特定事業者受託単価」：特定事業者が日本容器包装リサイクル協会に委託申込する際の単価

*2 「特定事業者実績単価(精算後、受託実績)」：実績確定後の精算を経た後の、実際に特定事業者が負担した実績単価

*3  「落札単価（加重平均）」：入札により決定した実際の落札単価の加重平均


